


形熱方程式の解の爆発の研究で,前者は昭和30年

代より加藤敏夫元カリフォルニア大学教授 (元東

大理学剖S教授 )と 共同で,後者は昭和40年代初頭

か ら精力的に取り組まれま した。これ らの御研究

は,近代的な関数解析的手法を応用解析学の分野

に取 り入れる先駆けとなり,そ の独創的な着眼点

は,その後の当該分野の研究の出発点になったも

のとして,世界的な評価が今日定着 しています。

なお ,こ のナビエ・ス トークス方程式の御研究に

より,先生は昭和39年に第 5回藤原賞を受賞され

ま した。

藤田先生の御業績の第二は,数値解析に関する

お仕事で,と りわけ有llk要素法の作用素論的基礎

づけの成果は,工学の提起する問題に対する精緻

な数学的研究の典型 として高 く評価されています。

御業績の第四番目は,数学教育に関するものです。

この分野で先生は幾多の研究成果をあげられ,そ

れらは我国の高等学校の教育課程の改善に影響を

及は したのみならず ,数学教育の目標と理念につ

いて画期的な論説として高 く評価され,諸外国の

注目を浴ひています。本年 (1990年 )日 本で開催

された 4年 に一度の国際数学者会議 (ICM,参

加者数約4000名 )では,先生は数学教育について

の招待講演を行なわれました。先生はまた,応用

数学関係の日米セ ミナーや日仏セ ミナーの日本側

責任者を勤められる一方,幾つかの関係学術誌の

創刊を企画されるなど,我国の応用数学の振興に

多大の貢献をなされています。

藤田先生は,前述の東京大学評議員,理学部長

のほか,本学の理学系研究科委員長,中間子セン

ター長など多 くの任務を担当され,学外において

は,日 本数学会理事長 ,日本数学教育学会顧問 ,

日本科学教育学会理事等を歴任され,ま た,学術

審議会専門委員 ,教育課程審議会委員,学術会議

会員 (14期 )と して,我国の学術・教育行政に多

大な寄与をなされました。

先生は,戦時中,米軍の爆撃で御尊父を眼前で

失われ,苦学 して学問の道を歩まれました。苦労

人 らしく,練れた御人柄で,軽妙な機知に富む会

話の端々に,相手への思いやりが感ぜ られます。

また ,ジ ョークを交えた軽いやり取りの中に論旨

が無駄なく適確に表現されていることに,日下手

な私などは感心することが しはしはで した。本学

在任中はもとより,御退官後 も多忙を極めた先生

の御活躍ぶりです。お祝いを申し述べるとともに
,

御自愛の上 ,一層の御発展をお祈 り申し上げます。
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